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日
本
共
産
党 

上
田
　
祐
子

姉妹都市柏市との

市民レベルの交流

を活発に行っては

環境まちづくり条

例・美化条例制定

の早期検討を望む

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

増
田
淳
一
郎

光綾公園前の道路

渋滞解消に向けて

の取り組み状況は

　
問
　
千
葉
県
柏
市
と
姉
妹
都
市
提
携
が

さ
れ
た
こ
と
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交

流
を
活
発
に
行
い
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ら
れ
な
い
か
。
い
き
い
き
祭
り
の
際

に
柏
市
の
物
産
品
の
展
示
等
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
柏
市
の
民
謡
で
踊

っ
た
り
、
さ
さ
ら
踊
り
を
柏
市
の
祭
り
で

踊
っ
た
り
、
有
名
な
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で

あ
る
柏
レ
イ
ソ
ル
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
綾
瀬

支
部
を
つ
く
っ
た
り
、
夢
の
あ
る
交
流
を

市
民
に
投
げ
か
け
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

柏
市
が
他
市
と
ど
の
よ
う
な
交
流
を
し
て

い
る
の
か
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

　
答
　
旧
沼
南
町
の
合
併
に
伴
い
、
七
月

二
十
三
日
に
柏
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
い
き
い
き
祭
り
に
招
待
す
る
な
ど
交

流
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
庁

舎
一
階
の
壁
面
に
紹
介
パ
ネ
ル
を
掲
示
し

て
、
姉
妹
都
市
柏
市
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め

て
い
る
。
本
来
的
に
は
市
民
レ
ベ
ル
の
自

主
的
・
自
発
的
交
流
が
理
想
で
あ
り
、
市

は
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
で
あ
る
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
都
市
交
流
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
交
流
実
績
を
参
考
に
、

市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
単
位
で
相
互
の
自

主
的
・
自
発
的
交
流
が
図
れ
る
よ
う
、
柏

市
と
調
整
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
す
る

考
え
は
な
い
か
」「
生
涯
学
習
部
を
市
長
部

局
に
移
管
す
る
時
代
で
は
な
い
か
」「
住
民

へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
環
境
保
全
対
策
と
し
て
、
ご
み
の

減
量
化
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
ご
み
の

総
合
収
集
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
十

二
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
持
ち

込
み
粗
大
ご
み
を
有
料
化
す
る
が
、
こ
れ

に
伴
い
懸
念
さ
れ
る
不
法
投
棄
の
増
大
に

対
し
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
拡
大
し
て
は
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
の
柏
市
で
は
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
犬
猫
等
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
放

置
を
禁
じ
た
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
を
既

に
制
定
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
環
境
行

動
計
画
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
五
年
度
に

環
境
ま
ち
づ
く
り
条
例
、
美
化
条
例
の
制

定
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

も
う
少
し
制
定
を
早
め
ら
れ
な
い
か
。

　
答
　
不
法
投
棄
対
策
は
、
従
来
か
ら
県

や
関
係
各
課
の
協
力
の
も
と
に
実
施
し
、

さ
ら
に
郵
便
配
達
員
等
か
ら
の
通
報
に
よ

る
対
策
も
行
っ
て
い
る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
拡
大
に
つ
い
て
は
粗
大
ご
み
の
有
料
化

開
始
に
向
け
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し

て
い
く
。
条
例
は
、
罰
則
を
含
め
総
合
的

な
検
討
を
始
め
て
お
り
、
今
後
、
市
民
の

意
見
聴
取
や
環
境
関
係
団
体
と
の
協
議
を

踏
ま
え
、
ポ
イ
捨
て
、
犬
・
猫
の
フ
ン
な

ど
の
マ
ナ
ー
や
家
電
、
タ
イ
ヤ
な
ど
粗
大

ご
み
の
不
法
投
棄
へ
の
対
応
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
検
討
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
今
年
度

中
に
条
例
の
内
容
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
公
共
施
設
の
エ
コ
化
推
進
に
つ

い
て
」
「
綾
瀬
市
民
大
学
の
開
校
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

　
問
　
県
道
長
後
座
間
線
の
光
綾
公
園
前

北
側
交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
向
け
、
上
深

谷
自
治
会
が
要
望
し
た
上
り
、
下
り
の
右

左
折
車
線
の
設
置
に
対
す
る
県
の
回
答
と

そ
の
後
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
東
側
の
道
路
は
急
に
狭
く
な
り

車
両
の
転
落
が
心
配
さ
れ
る
が
転
落
防
止

用
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を
設
置
し
な
い
か
。

ま
た
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
管
理
責

任
は
。
サ
ン
ト
リ
ー
の
工
場
が
操
業
を
開

始
し
た
場
合
の
付
近
の
住
民
や
会
社
に
配

慮
し
た
交
通
対
策
は
。
文
化
会
館
西
側
の

駐
車
場
か
ら
の
帰
宅
車
両
を
農
道
を
通
し
、

豚
舎
の
跡
地
付
近
か
ら
庁
舎
南
側
道
路
に

右
左
折
で
き
る
よ
う
整
備
し
な
い
か
。

　
答
　
光
綾
公
園
入
口
前
に
は
将
来
的
な

道
路
計
画
が
あ
る
の
で
、
現
段
階
で
は
、

渋
滞
解
消
に
大
変
有
効
で
県
も
積
極
的
に

進
め
る
と
し
て
い
る
右
折
車
線
か
ら
早
急

に
対
応
し
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
側
道
路
は
、
利
用
形
態
等
の
調
査
と
と

も
に
転
落
防
止
対
策
や
進
入
禁
止
の
看
板

の
増
設
を
行
う
。
な
お
、
管
理
者
に
瑕
疵

が
あ
れ
ば
責
任
を
問
わ
れ
る
。
サ
ン
ト
リ

ー
関
係
の
車
両
は
、
走
行
ル
ー
ト
を
分
散

し
、
さ
ら
に
、
交
差
点
改
良
と
信
号
機
を

設
置
し
対
応
す
る
。
文
化
会
館
西
側
の
農

道
は
、
道
路
境
界
、
幅
員
、
信
号
機
等
の

問
題
が
あ
る
が
、
部
分
的
な
道
路
改
良
に

向
け
て
来
年
度
か
ら
取
り
組
む
。

（
他
に
「
大
震
災
に
対
す
る
備
え
は
い
か

に
」
を
質
問
）

新
政
会 

綱
嶋
　
洋
一

　
問
　
完
全
学
校
週
五
日
制
が
ス
タ
ー
ト

し
今
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
、
学
校
で
は

定
着
し
て
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

昨
今
で
は
学
力
低
下
の
問
題
な
ど
が
盛
ん

に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
五
日
制
の
導
入

に
よ
る
教
育
内
容
や
授
業
時
間
数
が
減
っ

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
学
校
週
五
日
制
導
入

後
の
現
状
や
課
題
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
学
力

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
学
力
向

上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
二
学
期
制
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
答
　
平
成
十
四
年
度
か
ら
学
校
週
五
日

制
が
完
全
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
達
に
ゆ
と

り
の
中
で
、
生
き
る
力
を
培
っ
て
い
こ
う

と
す
る
新
し
い
教
育
を
展
開
す
る
た
め
、

教
育
内
容
が
削
減
さ
れ
た
が
、
各
学
校
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
地
域
の
特
性
等
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
展
開
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
市
で
は
、
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
た
内
容
の
定
着
を
図
る
た
め

に
校
内
研
究
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
や
授
業
改
善

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
学
期
制
に
つ

い
て
は
、
学
期
制
の
検
討
委
員
会
で
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
、
そ
の
意
向
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
新
た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
イ
ン
タ
ー
是
非
の
判
断
を

学
力
向
上
の
た
め
に
二
学
期

制
の
導
入
の
考
え
は
な
い
か

　
問
　
綾
瀬
市
の
現
計
画
に
東
名
イ
ン
タ

ー
は
一
切
な
い
。
そ
れ
を
変
更
す
る
な
ら

大
き
な
市
民
合
意
が
必
要
だ
が
、
八
月
の

説
明
会
で
市
民
の
関
心
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
説
明
会
で
示
さ
れ
て
い
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
「
将
来
の
都
市
イ
メ

ー
ジ
」
は
自
然
都
市
、
福
祉
都
市
、
良
好

住
宅
都
市
が
多
数
を
占
め
、
「
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
」
で
イ
ン
タ
ー

は
二
二
・
四
％
。
イ
ン
タ
ー
設
置
は
市
民

の
意
識
と
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
。
財
政
面

等
か
ら
必
要
と
い
う
な
ら
、
イ
ン
タ
ー
設

置
で
ど
う
産
業
が
活
性
化
す
る
か
、
市
の

収
入
が
ど
れ
だ
け
増
え
る
か
明
確
な
根
拠

を
示
す
べ
き
で
は
。
事
業
費
以
外
の
予
算

に
つ
い
て
も
明
示
を
。

　
答
　
説
明
会
は
三
会
場
で
十
七
日
間
、

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
、
さ
が
み
縦
貫
道
の
整
備

状
況
と
併
せ
て
、
そ
の
効
果
や
影
響
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
で
示
し
て
実
施
し
た
。
来
場

者
は
五
百
七
人
と
少
な
く
、
ま
だ
ま
だ
市

民
に
浸
透
し
て
い
な
い
が
、
市
民
と
の
合

意
形
成
に
向
け
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
資
料
等
を
積
極
的
に
情
報
提
供
し
て

い
く
。
産
業
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
総
合

的
に
必
要
と
考
え
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
の

形
等
デ
ー
タ
が
出
た
段
階
で
試
算
す
る
。

（
他
に
「
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
公

共
施
設
の
考
え
方
」
「
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
地
域
商
業
機
能
充
実
の
現
状
は
」

を
質
問
）

日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男

公
共
施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ

ス
ト
の
安
全
調
査
と
撤
去
は

　
問
　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
は
、
三
十

三
年
前
か
ら
認
識
さ
れ
国
際
的
問
題
に
な

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
対
応

が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
大
量
に
使
用
さ
れ
今
も
残
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
今
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
の
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の
安
全

調
査
と
撤
去
の
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、

個
人
住
宅
に
対
す
る
調
査
費
補
助
の
検
討

及
び
相
談
件
数
等
の
状
況
は
。
さ
ら
に
、

民
間
保
育
園
の
よ
う
な
市
の
施
設
に
準
じ

る
公
的
施
設
の
調
査
も
検
討
し
な
い
か
。

市
内
の
工
場
等
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
実
態
に
つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る
か
。

　
答
　
公
共
施
設
の
調
査
は
、
全
庁
的
に

再
点
検
を
行
い
、
現
場
目
視
及
び
設
計
図

書
に
よ
る
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
早
園
地

区
セ
ン
タ
ー
屋
上
機
械
室
の
撤
去
工
事
と

十
一
施
設
の
専
門
的
サ
ン
プ
ル
調
査
が
必

要
と
な
っ
た
。
こ
の
専
門
分
析
機
関
に
よ

る
調
査
で
は
、
既
に
四
施
設
の
安
全
性
が

確
認
さ
れ
、
残
り
は
九
月
末
報
告
の
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
住
宅
は
木
造
が
多

い
た
め
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
を

含
め
た
相
談
件
数
は
十
八
件
あ
っ
た
。
民

間
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
今
県
が
実
態
調

査
を
始
め
た
ば
か
り
の
状
況
で
あ
る
。
な

お
、
市
内
工
場
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

実
態
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
て
い
る
。

（
他
に
「
河
川
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　
一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月
２１
日
・
２２
日
の
本
会
議
で
１４
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
終
始
熱
の
入
っ
た
論
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
５
面
ま
で
続
き
ま
す
）。

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

安
藤
多
恵
子

市の鳥「かわせみ」

次
号
は
、
2
月
１５
日

の
新
聞
（
朝
刊
）
に

折
り
込
み
ま
す
。

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

　
青
　
　
愼


